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みよし探訪34 を開催しました

開催しました開催しました

大人のみよちゃんを大人のみよちゃんを

地域づくり協議会「みよし」のやんべぇかいでは、第1

回「大人のみよちゃん」～他愛のない話、ある話、何でも

よいので、おしゃべりしましょう～をみよし交流館で開催

しました。

初めに、特別ゲストSorelle boso♪（ソプラノ・アルトの女声アンサンブル）の季節に因んだ、

三芳に関する選曲の歌唱披露があり、アンコール2曲は全員で合唱しました。参加者の中には、

「みよちゃん」OBの大学生の姿もあり、近況報告や他愛のない話で和やかな時間を過ごしました。

やんべぇかいでは、子どもの預け合いの活動「みよちゃん」をメインに活動していましたが、今年

度からは、大人・保護者も対象とした地域間・世代間の交流を支援し、参加している人たちが情報交

換できる交流の場をつくる活動も開催していく予定です。

8/3
絵本はともだち

8/3 （土）

会場：三芳農村環境改善センター ２F 和室

内容：手あそび、紙芝居、大型えほん、パネルシアターを予定しています

主催：おはなしのたね

事前申し込みは必要ありません。どなたでもご参加いただけます。直接会場にお越しください。

夏のおはなし会
2024

１０時～

内容：手あそび、紙芝居、大型えほん、パネルシアターを予定しています

地域づくり協議会「みよし」の資源班では、みよし探

訪34「三芳のホタルを見よう！2024」を開催しました。

現地では、ホタルの生態に詳しい小林さん(安房生物

愛好会)を講師にホタルの生態についてのお話と資料を

見せていただきました。

観賞を始めると、数匹しか飛んでいなかったホタル

が一斉に群舞となって飛び始め、参加者から歓声があ

がりました。大人も子どもも、三芳のホタルを満喫し

ていました。
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大人のみよちゃんを開催しました

6月7日（金）地域づくり協議会
「みよし」では、農村環境改善セン
ター前と夢咲き通りの花壇に季節に
合わせた植栽を行いました。
今回は、ビタミンカラーから健康

を連想させる黄色いマリーゴールド
の植栽を行いました。
これから到来する夏に向けて、暑

さに強く日差しの下で元気に花を咲
かせてくれます。お近くを通った際
には是非ご観賞ください。

夢咲き通り 農村環境改善センター

令和6年度 市民提案型まちづくりチャレンジ事業令和6年度 市民提案型まちづくりチャレンジ事業

「開催イベント」についてはこちら→

市民提案型まちづくりチャレンジ事業の「はじめの一歩コース」（上限5万円）に2団体、「チャレ
ンジコース」（上限30万円）に10団体が採択されました。三芳地区からは、「チャレンジコース」
に里山素材研究所が採択されましたので、今後の活動計画・抱負を担当の横山さんにお伺いしました。
※市民提案型まちづくりチャレンジ事業とは、市民と行政の相互の信頼関係に基づいた協働のまちづ
くりを推進する事業の一環として、自発的に公益的な活動に取り組んでいる市民活動団体を応援する
制度です。

バンブーグリーンハウス・プロジェクト2024「最終章」
～放置竹林の課題解決と竹のビニールハウスへの挑戦～

里山素材研究所
S A T O Y A M A   M A T E R I A L    L A B.

里山素材研究所は、「見落とされている里山の素材に光を

当て、持続可能な里山保全と経済的自立の両立を実現する」

を基本理念に活動する団体です。早いもので市民チャレンジ

への挑戦は今年で3年目となり、文字通り「最終章」最後の

年を迎えることとなりました。

現代における里山は徐々に関わる人が減り、自然素材の

「竹」は放置竹林を拡大させるなど、地域の困りごと・厄介

者になっている現実があります。

・「国産メンマ」づくりの少量生産 ・「BGH」の補強と安全管理について説明する内覧会
・クラフトマン（職人）と協働する竹活用ワークショップの実施
・「里山バル」による体験型飲食イベント

「BGH」が里山における新たなアイコンの１つになっていく
ことで、地域内外から人々を呼び込み、里山の保全を持続可能
にしていきたいと思います。上記提案の一部は今後一般の方に
も参加いただけるイベントとして告知・募集
します。ご関心のある方はぜひお立ち寄り
ください。詳しくは今後更新されるWEB
ページ(  )からご確認ください。

かつては重宝されていた竹を、価値ある資源としていまの時代にあった活用方法で再生すること。
また、竹そのものの使用頻度を増やすことで、放置竹林の抑制にも繋げたいという想いから、私たち
は「BambooGreenHouse」（BGH）を建築しました。
これまで「BGH」を完成させる以前までは、建築と普及に力を注いできましたが、本年度は特に

「BGH」だけに拘らない竹の有効活用方法について幅広く提案していきたいと思っています。

「里山バル」による体験型飲食イベント

令和6年度 市民提案型まちづくりチャレンジ事業令和6年度 市民提案型まちづくりチャレンジ事業

「里山バル」による体験型飲食イベント
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